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A B  S T R A C T  Recently requirements of high power waveguide components for high 
vaccum and pressurized applications are increased- We have made them of OFC, SUS,and 
other materials by brazing technique with our high vaccum furnace. The performances of 
Lband(1298HHz) high power dummy load will be reported.

高真空R F 大電力用立体回路の製作

1 . はじめに '
高工研ハドロン用クライストu ンの疑似負荷として高工研の御指導の基でL バンド（1296±10 

M![z)の大電力ダミーロードを開発製作した。このダミー口一 ドの構成要素はWR-850導波管，水 
を遮断し高周波を通すXゾ 4 長セラミック窓と高周波電力を吸収する水負荷部から成り立ってい 
る。セラミック部はメタライズされた矩形状セラミックと無酸素鋦導波管とのn —付によって作 
られている。このダミーn — ドのロー付は当社の高真空ロー付炉で行われた。高周波整合テスト 
の結果は良好な特性が得られ、 この周波数帯域での水冷式ダミーロードとしてはコンパクトに作 
られている。

仕 様
導 波 管 W R - 6 5 0
ブ ラ ン ジ C P R - 6 5 0
周 波 数 1 2 9 6 ± 1 0 M H z
V S W R し 1 以下
R F 電 力 ピ ー ク 5 M W デ ュ ー テイ
方 式 水負 荷 （セラミックウインド
流 量 約 市 水又は1
A ロ 水 温 2  0 て 〜 4  0 X：
水 圧 6 kg/ciii2 最 大 •
導 波 管 内 ガス压 S F 6  0  . 5  k g / cm2

3 . 構 造
① 導波管は無酸素銅製
②セラミックはN T K 製 
A ム〇3, 9 5 %
③冷却水入口，出口は

3 %
タイプ）

( H A -  9 5 )  

パイプ



④通水方法は高流速でセラミック面に当てて気泡が発生しないようにしてある。

4 . 水の減衰量と必要導波管長 
水 の tanSの 温 度 特 性 （f  = 1 3 0 0 M H z )

T £ r tan 5
2 5°C 7 7 0 .  0 8 1
3 5°C 7 4  0 .  0 6 3
4  5°C 7 1 0 -  0 4  8

導波管に水が充満した場合の単位長当りの減衰量は、次の式で表される。 
8 .6867ctan5 j  E r ここで

a d = ------------------ •，ニニ:: —  (d B/m)
X J l r  \X o /  (2a/gr)}

T
25°C
45°C

ad
85.1 (dB/m) 
48-0 (dB/m)

導波管に水を満たす長さはV S W R 1 以下とすれば、 0 .  5 m あれば充分である。

L バ ン ド 大 電 力 ダ ミ ー ロ 一
,r光n ««プ

5 . 水負荷部の水の流れ 
セラミックで遮断された水の流し方は、セラミックの 

冷却と r f 電力の吸収にとって極めて重要である。
大部分の高周波電力はセラミックの負荷側面に近い所で 

70〜80%の流量を急速に流すことによって吸収され、残余 
電力は水が停滞しない程度にゆっくり流す所で吸収するよ 
うな水流となっている。

6 . 整合条件
回路網のS パ ラ メ ー タ を （F ) マトリクスで表すと（1 ) となります。

A Z L+ B  — C Z SZ L—D Z S Z s : 空気絶縁W G の特性インヒ、厂ンス
S t l = -------------------------------------------… ( 1 ) Z L_ : 水絶縁W G の "

A Z l + B  —C Z s Z l + D Z s Z 0V:fc ラミフク部の "
今 （F ) が 伝 送 線 路 の 場 合 （無損失）
A =  c o s PJlf B =  j Z 01 s i  n 奴 ， C ニ j

整合条件

Z
s i  n PA f D =  g o s (9/  ( 2 )

S lt =  0 A Z L+ B  —C Z SZ L—D Z s = 0
( Z L-  Z s) c o  s P I  + j  Zot U -  ) s i n  P l = 0

( 3 )
( 4 )

( 3 ) からZ L式Z sの条件で整合条件は次のとおりである。 
c o s = 0  ， Z s Z L = Z 012 … （5)
••• P I : 号— ， ここで 一 一 5
( 5 ) ， ( 6 ) からこれは、通常 の 1 / 4 又変換器となる。

od
4-

( 6 )



7 . セラミックの厚さ 
X o

X c  =  2  a
/  £ r — {X o /  X c ) 2 

導 波 管 （W R  - 6 5 0 ) ， f = 1 2 9 6 M H z , 1 o ニ 2 3 1• 3 m m
セ ラ ミ ッ ク（A  义 a〇3) ? £ r  = 9* 0 ， X c =  2 X 185.1 ̂  330* 2 m m

2 3 1 . 3
又g

ノ9 .  0 - 231 .  3
7 9 . 3 m m

 ̂ 3 3 0 . 2  ノ
I g / 4  = l 9  . 8 m m であるからセラミックの厚ざは19 ,  8 m m となる。

8 / 特性
V S W R 静特性

純水を満たし、水温を20て:〜50°Cまで変化し測定した結果は、 1 . 0 5 以下と良好であった。
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( D C 及びE ベンド等の特性誤差を含む。)
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